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２日間の地区別参観・懇談会へのご協力 

ありがとうございました！ 
 2月 16・17日の２日間、今年度最後の授業参観が行われました。 

１年間を振り返ってみると、今まで、感染症対策をしながら密集を

避けて、地区別参観を２回、個別懇談を１回行って来ました。今回

は、年度末ということもあり、学級懇談会を持つために２日間の開

催としました。短い時間ではありましたが、学級担任と顔を合わせて､授業や生活の様子を振り返

る機会を持つことができました。保護者の皆様、お忙しい中、ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新入学生保護者説明会を開催しました    

 ２月４日（木）本校体育館において、令和３

年度新入学生保護者説明会が開催されました。 

体育館の会場は、感染症予防のため、パイプ椅

子の間隔を空けて、実際の入学予定者よりも多

く８０人分設置したので、余裕がありました。 

また、昨年度までは、保護者と入学予定のお

子さんも一緒に学校に来て、1年生児童とのふれ

あいの時間もありましたが、やはり感染症予防

の観点から､密集を避け､実施しませんでした。 

ふれあいの時間が無かったかわりに、1年生か

らは、新１年生にむけてのお手紙と図画工作科

や生活科の時間で作った小さなお人形をプレゼントとして、保護者の皆様に持ち帰っていただき

ました。説明会では、教職員から入学までの過ごし方や、準備・提出物、登校班について、ＰＴ

Ａ会長さんから、本校ＰＴＡ組織の「一人一役制」についての説明がありました。 

入学までの一日一日を、入学を楽しみにしながら、大切に過ごしていただきたいです。 

♪大きく 元気に 素直に育て♪ 

2 月 16日（火）の様子 2 月 1７日（水）の様子 



きぼうの水族館～アクアマリンふくしま 

震災から１０年～ふくしま道徳教育資料集を使った授業 
福島県の小中学校には「ふくしま道徳教育資料 

集」という冊子が各学級に配備されています。 

これは、震災当時や、震災後の本県の実情を伝える資

料で、道徳の授業に使えるだけでなく、読み物としても

活用できるものです。 

 来月の１１日で、震災から１０年となります。 

この写真は、資料集の「きぼうの水族館～アクアマリ

ンふくしま～」を教材として震災という困難に直面して

も各方面への支援を模索する努力を続け、水族館再開に

こぎつけた人々の思いについて考える５年の授業風景で

す。授業では、アクアマリンふくしまの写真をたくさん提示して被害の様子を想像させました。 

 震災当時１歳だった子どもたちも、もう５年生。 

４月からは６年生です。福島の復興を担う子どもたちが、困難に直面しても、くじけずに前向き

に成長していくことができるよう、私たち教職員も授業の充実に努めたいと思います。 

♪「小名浜東スポーツ少年団の歌」♪ 
 学校だより「東っ子」12号に引き続

き、本校独自の歌シリーズです。今回

ご紹介するのは「小名浜東スポーツ少

年団の歌」です。 

 この歌も、校長室の本棚にあった

「みんなの歌」という歌集に収められ

ていました。作詞は、本校第５代校長

の荒明先生でしょうか。荒先生は昭和

47年 4月から昭和 53年 3月まで､６年

間お勤めでしたので、その頃に作られ

たものかと思われます。本校の歴史を

調べる際に、いい資料です。 

本校の卒業生が進学する小名浜二中

の玄関の前には、昭和 58年にサッカー

の全国大会で準優勝した時の記念碑が

あるので、昔から小学校・中学校とも

に、サッカーがさかんな地域だという

ことが明らかです。 

この歌を見つ

けて、サッカー

をする子ども達

には、地域に多

くの先輩がいら

っしゃることが

わかりました。 


